近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１３クール日報（３月１２日～３月１８日）
	報告日
天気
	３月１６日（土）
晴れ
（気温：５度～13度）
	報告者
	兵庫県社協　納庄
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１３クール：藤田、大橋、小谷、西谷、杉本、武智、佐田、崎野、納庄

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:10 全体オリエンテーション
9:20 マッチング開始
9:45 ボランティア送り出し完了
（御祓、矢田郷、中島）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:30 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
ヨットハーバー（最終日）

	
	17:15 終礼
17:45 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:30 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V67名（延べ75名）、現地調査20件（一般20件、現場系0件、キャンセル1件）ニーズ対応8件（うち完了8件、継続0件）］
●マッチング担当
　・仮仮置き場ヨットハーバー撤収日のためニーズ対応は少なめとし、撤収作業に回ってもらった。そのおかげで撤収作業自体は早めに完了した。
　・本日マッチング数が少なかった分、明日は19件程度対応予定となっている。
●資材担当
・可燃ごみ等が溜まってきたためリサイクルセンターへ搬出。距離的にも往復1時間程度要する上に、手続き方法に手間がかかる。（七尾市役所に立ち寄り、リサイクルセンターで受け付けてもらうためのICカードを受け取り、それをもってセンターへ。完了後は再度市役所へ返却する必要がある。）
●現地調査担当
　・現調22件、1件は完了し1件はキャンセルとなった。
●仮仮置き場担当
・ヨットハーバーの撤収完了。明日からは七尾美術館へ。
・搬入物の中に、おそらく能登島地区で受け取ったと思われる投網、船外機オイルがある。網に関しては鉛の塊やその他プラスチック等も絡まっていて和倉の仮置き場で何度も返されているが対応どのようにすればよいか。
　⇒投網、船外機オイルいずれも産廃として取り扱うべきものであるが、網はペンチ等で細かく切り、鉛を外したうえで仕分けしてほしい。船外機オイルは廃油扱いでガソリンスタンドで引き取り可能か確認してほしいとのこと。次回給油の際にスタンドに確認する。

	今後の主な予定
	●明日3/17(土)の動き
・近ブロ13クールから14クールへの引継ぎ日。イオンに関しても引継ぎ日、帯で入っている丸亀市行政も本日が交代日であったため、現在の人員が総入れ替えとなる。引継ぎをより確実に遂行する。

	調整課題・所感等
	・ボランティア数が増加するにつれ、一般V、運転V、仮仮での活動者に対するオリテが重なり話が聞き取りづらい状況。空いているスペース、室外等を利用するなどの配慮を検討する必要がある。
・140名体制受入れの前段階として、椅子の配置やホワイトボードの位置調整などでセンター内部のスペース確保を実施。結果として100名は受け入れ可能とはなったが、それ以上となるとボランティア活動者の集合場所調整やオリエンテーションの時間調整など、ソフト面の改善を図る必要がある。

	その他
	・3/17より業務用コピー機導入予定(もともと１階に置いていたもの)。マッチング班の業務等の効率化が見込まれる。



